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山形市自転車活用推進計画 

資料編 

１．本市の特性及び自転車を取り巻く現状 

1-1 人口の推計・推移 

（1）人口の推計・推移 

本市の人口は、令和 2 年現在で約 24 万 6 千人であり、平成 28 年をピークに緩やか

に減少している。年齢構成比をみると、令和 2 年までに年少人口が減少する一方で、

65 歳以上の割合は年々増加傾向にあり、約 30％近くとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査：「山形県の人口と世帯数（推計）」 
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（2）高齢化の推移 

本市の高齢化率は、令和 2 年現在で約 30％であり、年々増加傾向にあります。また、

後期高齢化率も同様に高い状況にあります。 
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（3）医療費の推移 

本市の一人当たりの医療費は 2019 年で約 400 千円であり、年々増加傾向にありま

す。 

今後の高齢社会の進展による影響を踏まえて、医療費の抑制に向けた市民一人ひと

りの健康増進のための意識の醸成とそれを促す各種施策の充実が必要となります。 
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（4）観光入込客等の状況 

山形市への観光客入込数は、平成２３年３月に発生した東日本大震災の影響で平成

２３年度に落ち込みが見られたものの、平成２３年度から平成２５年度にかけて増加

傾向に転じている。その後、平成２７年４月から６月にかけて発表された蔵王山の火

口周辺警報により、平成２７年度はやや入込数が落ち込んだものの、平成２８年度に

は回復の動きが見られている。令和元年度からは新型コロナウイルスの影響で入込数

に落ち込みが見始められ、令和２年度には平常時の約半分まで落ち込みが見られた。 

個別の観光地では、蔵王においてはスキー場利用客の減少傾向が続いていること 

から微減傾向となっていることや、山寺においては平成２５年に立石寺の御開帳が実

施されたため大きな伸びが見られたものの、全般的に横ばい傾向が続いている。一方、

市街地においては山形まるごと館紅の蔵、山形まなび館、七日町御殿堰などで微増傾

向が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：山形市観光戦略課 
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1-2 通学路の指定状況 

山形市の通学路の指定状況は下図の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 小学校通学路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 中学校通学路 
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小・中学校のうち、自転車通学を許可している学校は、下表の通りである。 
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1-3 地域資源 

（1）病院、一般診療所の立地状況 

 
出典：山形市立地適正化計画 

（2）商業施設の立地状況 

 

出典：山形市立地適正化計画



 

資料-8 

資料編 

 

（3）公共公益施設（各学校含む）の立地状況 

a）教育関連施設 

 

図-3 教育関連施設配置図 

b）子育て支援施設 

 

図-4 子育て支援施設配置図 
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c）文化・スポーツ関連施設 

 

図-5 文化・スポーツ施設配置図 
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２．市民アンケート調査 
 

（1）調査の概要 

1） 実施期間  

発送：令和3年4月12日（月） ～ 投函期限：4月30日（金） 

 

 

2） 調査対象者 

調査対象：住民基本台帳登録市民（15～79歳）のうち無作為抽出1,500人 

 

 

3） 調査票の配布・回収方法 

配布：郵送配布 

回収：郵送回収 

 

 

4） 回収票数 

発送票数：1,500票 

回収票数：602票 回収率：40.1％ 
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（2）調査結果（単純集計） 

＊四捨五入の関係上、合計が 100％にならない場合があります。 

 

【問 1】アンケートの回答者について 

1）性別について 

 

 

 

 (単位：人） 

選択項目 人数 

男 268 

女 331 

その他 2 

無回答 1 

計 602 

 

 

 

 

 

2）年齢について 

 

 

 (単位：人） 

選択項目 人数 

15 歳～19 歳 19 

20 歳～29 歳 39 

30 歳～39 歳 69 

40 歳～49 歳 96 

50 歳～59 歳 100 

60 歳～69 歳 121 

70 歳～79 歳 154 

80 歳以上 2 

無回答 2 

計 602 

 

男

45%女

55%

その他

0.3%無回答

0.2%

15歳～19歳

3%
20歳～29歳

7%

30歳～39歳

11%

40歳～49歳

16%

50歳～59歳

17%

60歳～69歳

20%

70歳～79歳

26%

80歳以上

0.3%

無回答

0.3%

・性別は、「男」が 45％、「女」が 55％となっている。 

・年齢構成は、「70～79 歳」が 26%と最も多く、次いで、「60～69 歳」が 20％となっ

ている。 
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3）職業について 

 

 

 

 (単位：人） 

選択項目 人数 

会社員・公務員 220 

パート・アルバイト 95 

自営業 42 

高校生 14 

大学生・専門学生 8 

専業主婦（夫） 70 

無職 136 

その他 14 

無回答 3 

計 602 

 

4）居住地区について 

 

 

 

選択項目 人数 

市街地 

（第一地区～第十地区） 

250 

鈴川地区 68 

千歳地区 28 

飯塚地区 7 

椹沢地区 2 

出羽地区 12 

金井地区 34 

楯山地区 8 

滝山地区 49 

東沢地区 9 

高瀬地区 8 

大郷地区 3 

南沼原地区 32 

明治地区 7 

南山形地区 24 

大曽根地区 5 

山寺地区 0 

蔵王地区 30 

西山形地区 11 

村木沢地区 3 

本沢地区 5 

無回答 7 

計 602 

会社員・公務員

37%

パート・アルバイト

16%

自営業

7%

高校生

2%

大学生・

専門学生

1%

専業主婦（夫）

12%

無職

23%

その他

2%

無回答

0.5%

市街地（第一地区

～第十地区）

42%

鈴川地区

11%

千歳地区

5%
飯塚地区

1%

椹沢地区

0.3%

出羽地区

2%

金井地区

6%

楯山地区

1%

滝山地区

8%
東沢地区

1%

高瀬地区

1%

大郷地区

0.5%

南沼原地区

5%

明治地区

1%

南山形地区

4%

大曽根地区

1%
蔵王地区

5%

西山形地区

2%

村木沢地区

0.5%
本沢地区

1%

無回答

1%

・職業は、「会社員・公務員」が 37％と最も多く、次いで「無職」が 23％となってい

る。 

・居住区域は、「市街地（第一地区～第十地区）」が 42％と最も多く、次いで「鈴川地

区」が 11％となっている。 
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5）主な交通手段（平日）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6）主な交通手段（休日）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

6

25

493

7

77

65

3

0 100 200 300 400 500

鉄道

バス

自動車

（同乗を含む）

バイク

自転車

徒歩

その他

（単位：人）

3

12

541

7

50

54

1

0 100 200 300 400 500 600

鉄道

バス

自動車

（同乗を含む）

バイク

自転車

徒歩

その他

・主な交通手段（平日）は、「自動車（同乗を含む）」が 493 人と最も多く、次いで「自

転車」が 77 人となっている。 

・主な交通手段（休日）は、「自動車（同乗を含む）」が 541 人と最も多く、次いで「徒

歩」が 54 人となっている。 
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【問 2】健康のために心がけていることについて（※複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問3】運動習慣について 

 

 

 

 

 (単位：人） 

選択項目 人数 

ある 230 

ない 361 

無回答 11 

計 602 

 

 

 

 

 

 

ある
38%

ない
60%

無回答
2%

316

348

140

207

13

95

0 100 200 300 400

適度な運動

バランスの取れた食事

質の高い睡眠

十分な休養

その他

特になし

（単位：人）

・健康のために心がけていることは、「バランスの取れた食事」が 348 人と最も多く、

次いで「適度な運動」が 316 人となっている。 

・運動習慣については、「ある」が 38％、「ない」が 60％と半数以上となっている。 
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【問 4】自転車の保有状況について 

 

 

 

 

 

 

 (単位：人） 

選択項目 人数 

自分の自転車を持っている 213 

家族で共有 166 

自分で使える自転車は持って

いない 
210 

無回答 13 

計 602 

 

 

 

 

 

 

 

【健康のために心がけていること×自転車の保有状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の自転車

を持っている

35%

家族で共有

28%

自分で使え

る自転車は

もっていない

35%

無回答

2%

・自転車の保有状況は、「自分の自転車を持っている」、「自分で使える自転車は持っ

ていない」が 35％と多く、「家族で共有」が 28％となっている。 

38%

34%

30%

39%

23%

34%

29%

32%

28%

26%

15%

21%

31%

33%

39%

33%

62%

44%

1%

1%

3%

2%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

適度な運動

バランスの取れた食事

質の高い睡眠

十分な休養

その他

特になし

自分の自転車を持っている 家族で共有 自分で使える自転車はもっていない 無回答
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【問 5】自転車の利用目的について（※複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別×自転車の利用目的】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72

2

30

5

216

70

62

3

46

0 50 100 150 200 250

通勤・通学

子どもの送り迎え

通院

業務中の利用

（営業・配達など）

買い物

娯楽・趣味

健康増進・体力づくり

レンタサイクル等による

観光

その他

（単位：人）

・自転車の利用目的については、「買い物」が 216 人と最も多く、次いで「通勤・通

学」が 72 人となっている。 

53%

29%

17%

16%

10%

12%

1%

2%

3%

9%

1%

4%

9%

11%

20%

2%

1%

2%

1%

22%

40%

32%

34%

51%

49%

50%

40%

19%

14%

23%

16%

10%

11%

10%

20%

6%

15%

13%

13%

11%

16%

20%

1%

2%

3%

3%

12%

16%

7%

6%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

80歳以上

通勤・通学 子どもの送り迎え 通院
業務中の利用（営業・配達など） 買い物 娯楽・趣味
健康増進・体力づくり レンタサイクル等による観光 その他
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【問6】自転車の利用頻度について 

 

 

 

 

 (単位：人） 

選択項目 人数 

週 4 回以上 61 

週 2～3 日程度 44 

週 1 日程度 39 

月に 1～2 日程度 61 

年に数日 108 

利用しない 259 

無回答 30 

計 602 

 

 

 

 

【問7】自転車の利用しない理由ついて（※複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週4回以上
10%

週2～3日程度
7%

週1日程度
7%

月に1～2日
程度
10%年に数日

18%

利用しない
43%

無回答
5%

・自転車の利用頻度については、「利用しない」が 43％と最も多く、次いで「年に数

日」が 18％となっている。 

164

17

149

7

19

39

46

22

0 50 100 150 200

自転車を保有していないため

体力的な理由等で自転車に

乗ることができないため

他の交通手段（徒歩や自動車など）を

利用するため

駐輪場が整備されていないため

自転車を走行する道路が整備

されていないため

自転車を走行中に危ないと感じるため

天候に左右されるため

その他

（単位：人）

・自転車の利用しない理由ついては、「自転車を保有していないため」が 164 人と最

も多く、次いで「他の交通手段（徒歩や自動車など）を利用するため」が 149 人とな

っている。 
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【問8】冬季の自転車利用について 

 

 

 

  

 (単位：人） 

選択項目 人数 

利用している 19 

利用していない 550 

無回答 33 

計 602 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問9】冬季に自転車を利用しない理由について（※複数回答可） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している
3%

利用していない
91%

無回答
6%

・冬季の自転車利用については、「利用している」が 3％、「利用していない」が 91％と

なっている。 

414

246

45

3

172

110

0 100 200 300 400 500

路面が積雪・凍結により滑りやすいため

積雪により道路が狭くなるため

交差点などの見通しが悪くなるため

学校などで禁止されているため

寒さを避けるため

その他

（単位：人）

・冬季に自転車を利用しない理由については、「路面が積雪・凍結により滑りやすく

するため」が 414 人と最も多く、次いで「積雪により道路が狭くなるため」が 246 人と

なっている。 
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【問10】自転車の走行環境の満足度について 

 

 

 

  

 

 (単位：人） 

選択項目 人数 

満足している 10 

どちらかといえば満足している 68 

どちらともいえない 229 

どちらかといえば不満である 143 

不満である 80 

無回答 72 

計 602 

 

 

 

 

 

 

【問11】自転車の走行環境の不満点について（※複数回答可） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足している
2%

どちらかといえば

満足している
11%

どちらとも

いえない
38%

どちらかといえ

ば不満である
24%

不満である
13%

無回答
12%

290

269

145

136

44

119

87

35

32

0 50 100 150 200 250 300

安全に走れるスペースが無く危険

段差、凸凹があって走りづらい

どこを走ればいいかわからない

電柱・看板等の障害物が多い

路上駐車が多い

死角からの人の飛び出しが危険

夜中の走行が不安

その他

不満はない

（単位：人）

・自転車の走行環境の満足度については、「不満である」が 13％、「どちらかとい

えば不満である」が 24%と高く、「満足している」が 2％、「どちらかといえば満足し

ている」が 11％であり、満足に比べて不満と感じている回答が 3 倍程度となって

いる。 

・自転車の走行環境の不満点については、「安全に走れるスペースが無く危険」が 290

人と最も多く、次いで「段差、凹凸があって走りづらい」が 269 人となっている。 
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【問12】自転車の駐輪環境の満足度について 

 

 

 

 

 

 (単位：人） 

選択項目 人数 

満足している 18 

どちらかといえば満足している 58 

どちらともいえない 289 

どちらかといえば不満である 123 

不満である 39 

無回答 75 

計 602 

  

 

【問13】自転車の駐輪場の不満点について（※複数回答可） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足している
3% どちらかといえ

ば満足している
10%

どちらともいえない
48%

どちらかといえば

不満である
20%

不満である
7%

無回答
12%

108

128

103

89

61

72

66

106

0 50 100 150

駐輪場が足りない

駐輪スペースが足りない

屋根が無い

自転車の出し入れがしにくい

駐輪場が暗い

防犯カメラが無くて不安

その他

不満はない

・自転車の駐輪環境の満足度について、「不満である」が 7％、「どちらかといえば

不満である」が 20%と高く、「満足している」が 3％、「どちらかといえば満足してい

る」が 10％であり、満足に比べて不満と感じている回答が2倍程度となっている。 

・自転車の駐輪場の不満点について、「駐輪スペースが足りない」が 128 人と最も多

く、次いで「不満はない」が 106 人となっている。 

【問１０～問１３の考察】 

・自転車の走行環境については、安全に走れる空間がないとの意見が多い。 

・駐輪環境については、駐輪場の設置箇所や収容台数への不満が多い。 
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【問14】サイクリングモデルコースの利用意向について 

 

 

 

 

 

 (単位：人） 

選択項目 人数 

はい 315 

いいえ 248 

無回答 39 

計 602 

  

 

 

 

 

【問15（1）】サイクリングモデルコースの設定方針について（※複数回答可） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい
52%

いいえ
41%

無回答
7%

244

223

80

62

108

59

9

0 50 100 150 200 250 300

身近な場所で気軽に走れる

コース

自然や景観を感じられる

コース

歴史や文化を感じられる

コース

観光地や観光施設を巡るコース

周辺に駐車場が整備されている等、

自動車利用者も利用できるコース

鉄道駅やバス停からアクセスできる等、

公共交通機関利用者も利用できるコース

その他

・サイクリングモデルコースの利用意向について、「はい」が 52％、「いいえ」が 41％

となっている。 

・サイクリングモデルコースの設定方針について、「身近な場所で気軽に走れるコー

ス」が 244 人と最も多く、次いで「自然や景観を感じられるコース」が 223 人となっ

ているとなっている。 
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【自転車の利用目的（健康増進・体力づくり） 

×サイクリングモデルコースの設定方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問15（2）】サイクリングモデルコースに必要な工夫について（※複数回答可） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

249

206

141

52

14

0 50 100 150 200 250 300

分かりやすいコース表示

休憩や簡単な自転車の整備ができ

る拠点（立ち寄りスポット）の整備

レンタサイクル・シェアサイクルの設

置

イベントの開催

その他

（単位：人）

・サイクリングモデルコースに必要な工夫について、「分かりやすいコース表示」が

249 人と最も多く、次いで「休憩や簡単な自転車の整備ができる拠点（立ち寄りスポ

ット）の整備」が 206 人となっているとなっている。 

45

38

13

11

17

12

1

0 10 20 30 40 50

身近な場所で気軽に走れる

コース

自然や景観を感じられる

コース

歴史や文化を感じられる

コース

観光地や観光施設を巡るコース

周辺に駐車場が整備されている等、

自動車利用者も利用できるコース

鉄道駅やバス停からアクセスできる等、

公共交通機関利用者も利用できるコース

その他

（単位：人）
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【自転車の利用目的（健康増進・体力づくり） 

×サイクリングモデルコースに必要な工夫】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問15（3）】サイクリングモデルコースの距離について 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38 

180 

86 

15 

7 

0 

7 

0 50 100 150 200

5ｋｍ（約20 分）未満

5～10ｋｍ（約 20～40 分）

10～20ｋｍ（約40～ 80 分）

20～30ｋｍ（約80～120 分）

30～40ｋｍ（約120～160 分）

40ｋｍ（約160 分）以上

その他

（単位：人）

・サイクリングモデルコースの距離について、「5～10ｋｍ（約 20～40 分）」が 180

人と最も多く、次いで「10～20ｋｍ（約 40～ 80 分）」が 86 人となっているとなっ

ている。 

【問１４～問１５の考察】 

・サイクリングモデルコースの利用意欲は高く、「身近な場所」「自然や景観を感じら

れる」といった市民ニーズに応えられるコース設定が必要である。 

・案内サインや拠点を整備することで、利用促進効果が得られる。 

・２０分～４０分程度の軽い運動効果が求められている。 

41

38

20

10

3

0 10 20 30 40 50

分かりやすいコース表示

休憩や簡単な自転車の

整備ができる拠点（立ち寄りスポット）

の整備

レンタサイクル・シェアサイクルの設置

イベントの開催

その他

（単位：人）
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３．山形市ウォーキングロード及びサイクリングロード整備 
計画策定検討会議構成員一覧 

 


